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霧島山の火山活動－2015 年２月～2015年５月－＊ 
Volcanic Activity of Kirishimayama Volcano－February 2015 – May 2015 － 
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鹿児島地方気象台 
Fukuoka Regional Headquarters, JMA 

Kagoshima Meteorological Office, JMA 

 
・噴煙など表面現象の状況（第１図、第２図-①、第３図-①） 

新燃岳では、2011年９月７日の噴火以降、噴火の発生はない。噴煙活動は静穏で、概ね火

口内で消散する状態で経過した。 

 

・地震、微動の発生状況（第２図-③～⑦、第３図-③～⑨、第４～６図） 

３月下旬から４月上旬にかけて新燃岳火口直下を震源とする火山性地震が増加し、その後も

３月中旬以前よりやや多い状況で経過した。２月の火山性地震の月回数は 10 回、３月の月回

数は 139回、４月の月回数は 92回、５月は 48回であった。震源は、新燃岳付近のごく浅いと

ころから海抜下約１km付近に分布した。 

３月頃から振幅のやや大きな BH型地震が増加している。 

３月１日に継続時間１分未満の振幅の小さな火山性微動が１回発生した。火山性微動を観測

したのは 2012年２月１日以来である。 

 

・地殻変動の状況（第２図-⑧、第３図-⑩、第６～11図） 

傾斜計では、５月 13日 10時 53分に発生した振幅のやや大きな BH型地震に伴って、新燃岳

北東観測点で火口方向がわずかに上がる変動がみられた。 

GNSS連続観測では、新燃岳周辺の一部の基線では、2013年 12月頃から伸びの傾向がみられ

たが、2015年１月頃から停滞している。 

 

・火山ガスの状況（第２図-②、第３図-②） 

５月 22日に実施した現地調査では、二酸化硫黄は検出されなかった（最後に検出されたのは

2012年９月 26日の１日あたり 10トン）。 

第１図 霧島山（新燃岳） 噴煙の状況 

（2015年４月 26日、韓国岳遠望カメラによる） 
Fig.1 Visible image of Shinmoedake on April 26, 2015. 

この資料は気象庁のほか、国土地理院、東京大学、九州大学、鹿児島大学、国立研究開発法人防災

科学技術研究所、宮崎県及び鹿児島県のデータを利用して作成した。 

＊  2015年８月 13日受付 
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第２図 霧島山（新燃岳） 最近の活動経過（2013年１月１日～2015 年５月 31日） 

＜2015年２月１日～５月 31 日の状況＞ 

・噴煙活動は静穏で、概ね火口内で消散する状態で経過した。 

・３月下旬から４月上旬にかけて新燃岳火口直下を震源とする火山性地震が増加し、その後も３月中

旬以前よりやや多い状態で経過している。 

・３月頃から振幅のやや大きな BH型地震が増加している。 

・３月１日に継続時間１分未満の振幅の小さな火山性微動が１回発生した。火山性微動を観測したの

は 2012年２月１日以来である。 
二酸化硫黄放出量グラフ中の×印は、二酸化硫黄が検出されなかった場合を示す。 

Fig.2 Volcanic activity in Shinmoedake (January 1, 2013 – May 31, 2015). 
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第３図 霧島山（新燃岳） 火山活動経過図（2010年１月１日～2015 年５月 31日） 
二酸化硫黄放出量グラフ中の×印は、二酸化硫黄が検出されなかった場合を示す。 

Fig.3 Volcanic activity in Shinmoedake (January 1, 2010 – May 31, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

点検調整による変動 
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第５図 霧島山（新燃岳） 火山性地震の震源分布図（2010年１月～2015年５月 31 日） 

＜2015年２月１日～５月 31 日の活動状況＞ 

震源は、主に新燃岳付近のごく浅い所～海抜下１kmに分布した。 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.5 Hypocenter distribution in Shinmoedake (January 1, 2010 – May 31, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ：2015年２月～５月 31日の震源 

  ：2010年１月～2015年１月の震源 

第４図 霧島山 一元化震源による広域の震源分布図（2000年 10 月１日～2015年５月 31日） 
この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.4 Hypocenter distribution in Kirishimayama (October 1, 2000 – May 31, 2015). 

○：2015年２月１日～５月 31日の通常地震  ○：2000年 10月１日～2015年１月 31日の通常地震 

○：2015年 2月１日～５月 31日の低周波地震  ○：2000年 10月１日～2015年１月 31日の低周波地震 

深部低周波地震 一般地震 
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第６図 霧島山（新燃岳） 高千穂河原傾斜計の変化、BH型地震の時間別回数 

（2013年６月１日～2015年５月 31日） 

傾斜計では、火山活動によると考えられる変動はみられなかった。 
2013年６月上旬～９月上旬、10月下旬、2014年７月下旬～９月の傾斜変化は、降水等の気象条件の影響も含

まれる。 

Fig.6 Tilt change in Shinmoehokuto station and the number of volcanic earthquakes (June 1, 2013 – May 31, 2015). 

 

点検調整による変動 
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第７図 霧島山 傾斜計観測点配置図 
国土地理院発行の『基盤地図情報（数値標高モデル、行政区画界線）』を使用した。 

小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は防災科学技術研究所の観測点位置を示す。 

Fig.7 Location map of tilt change observation sites in Kirishimayam. 
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防)霧島万膳(200ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

栗野岳西(20ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

大浪池南西(93ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

湯之野(12ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

高千穂河原(98ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

荒襲(30ｍ) 
南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

第 8-1図 霧島山 地震時間別回数と傾斜変動（山体の南西側）及びえびの日降水量 

（2013年６月１日～2015年５月 31日） 
観測点名の後ろの数値は観測深度を示す。 

波形が途切れているところは障害等によりデータなし。 
Fig.8-1 Tilt changes and the number of volcanic earthquakes (June 1, 2013 – May 31, 2015). 
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防)霧島夷守台(200ｍ) 

御池北西(30ｍ) 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

矢岳登山口(20ｍ) 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

新燃岳北東(10ｍ) 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

夷守岳西(20ｍ) 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

韓国岳北東(95ｍ) 

南北（北 UP） 

東西（東 UP） 

第 8-2図 霧島山 日別地震回数と傾斜変動（山体の北東側）及びえびの日降水量 

（2013年６月１日～2015年５月 31日） 
観測点名の後ろの数値は観測深度を示す。 

波形が途切れているところは障害等によりデータなし。 
Fig.8-2 Tilt changes and the number of volcanic earthquakes (June 1, 2013 – May 31, 2015). 
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2011年４月１日解析開始 

2011年４月１日解析開始 

2010年 10月１日解析開始 

原因不明のステップ 

第 9-1図 霧島山 GNSS連続観測による長期の基線長変化（2010年１月～2015年５月 31日） 

新燃岳周辺の一部の基線（図の①、②、③、⑤）では、2013年 12 月頃から伸びの傾向がみられた

が、2015 年１月頃から停滞している。 
これらの基線は第 11図の①～⑥に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 

Fig.9-1 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2010 – May 31, 2015). 

2011年４月１日解析開始 
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第 9-2図 霧島山 GNSS連続観測による長期の基線長変化 

（2010年１月～2015年５月 31 日） 
これらの基線は第 11図の⑦⑧に対応している。 

データについては、電離層の影響を補正する等、解析方法を改良している。 

灰色の部分は機器障害のため欠測を示している。 

Fig.9-2 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (January 1, 2010 – May 31, 2015). 

2010年 10月１日解析開始 

御池観測点のセンサー交換による 
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第 10-1図 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年６月１日～2015年５月 31日） 
この基線は第 11図（上段）の①～21に対応している。 

変動が大きい基線には、基線番号の前に矢印を入れた。 

空白部分は、データの欠測をあらわす。 

Fig.10-1 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (June 1, 2013 – May 31, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⑦荒襲－皇子原 
(6365.264ｍ) 

⑨夷守林道－荒襲 
(9340.024ｍ) 

①夷守林道－野々湯 
(10241.873ｍ) 

⑩夷守林道－皇子原 
(8414.864ｍ) 

⑤夷守林道－新床 
(7603.141ｍ) 

⑪韓国岳－夷守林道 
(4305.434ｍ) 

⑫韓国岳－韓国岳北東 
(2613.192ｍ) 

⑬韓国岳－野々湯 
(6396.848ｍ) 

⑭韓国岳－新床 
(3943.485ｍ) 

⑮韓国岳－高千穂河原 
(6205.379ｍ) 

⑯韓国岳－高千穂峰２ 
(7629.732ｍ) 

⑰韓国岳北東－夷守林道 
(2023.375ｍ) 

⑱韓国岳北東－野々湯 
(8301.335ｍ) 

⑲韓国岳北東－新床 
(6307.637ｍ) 

⑳韓国岳北東－高千穂河原 
(7684.716ｍ) 

21御池－韓国岳北東 
(11885.058ｍ) 

③高千穂河原－夷守林道 
(7978.816ｍ) 

②高千穂河原－野々湯 
(10009.093ｍ) 

④高千穂河原－新床 
(4228.4ｍ) 

⑥新床－皇子原 
(10015.193ｍ)  

⑧高千穂河原－御池 
(5226.681ｍ) 

５cm 
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第 10-2図 霧島山 GNSS連続観測による地殻変動（2013年６月１日～2015年５月 31日） 
この基線は第 11図（下段）の 22～42に対応している。 

変動が大きい基線には、基線番号の前に矢印を入れた。 

空白部分は、データの欠測をあらわす。 

Fig.10-2 Baseline length changes by continuous GNSS analysis (June 1, 2013 – May 31, 2015). 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

27大幡山登山口－野々湯 
(11409.194m) 

28大幡山登山口－新床 
(6734.581ｍ) 

29大幡山登山口－高千穂河原 
(4926.512ｍ) 

30高千穂河原－荒襲 
(1501.055ｍ) 

31高千穂河原－皇子原 
(6399.143ｍ) 

32高千穂河原－高千穂峰２ 
(2242.079ｍ) 

33高千穂峰２－夷守林道 
(8458.444ｍ) 

34M霧島山 A(国)－M霧島山 2(国) 
(7834.341ｍ) 

35M霧島山 A(国)－夷守林道 
(8148.382ｍ) 

36M霧島山 A(国)－韓国岳 
(7882.29ｍ) 

 37M霧島山 A(国)－韓国岳北東 
(6907.155ｍ) 

 38M霧島山 A(国)－野々湯 
(8666.7ｍ) 

 39M霧島山 A(国)－新床 
(11021.047ｍ) 

 40M霧島山２(国)－韓国岳北東 
(4722.702ｍ) 

41M霧島山２(国)－野々湯 
(3311.996ｍ) 

42M霧島山２(国)－新床 
(3311.996ｍ) 

26大幡山登山口－韓国岳北東 
(4971.723ｍ) 

22 御池－皇子原 
(4849.697ｍ) 

23御池－高千穂峰２ 
(3512.213ｍ) 

24野々湯－荒襲 
(11205.726ｍ) 

25野々湯－皇子原 
(15433.002ｍ) 

５cm 
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第 11 図 霧島山 GNSS観測点基線図 
   小さな白丸（○）は気象庁、小さな黒丸（●）は気象庁以外の機関の観測点位置を示す。 

    （国）：国土地理院 

この地図の作成には、国土地理院発行の『数値地図 50ｍメッシュ（標高）』を使用した。 

Fig.11 Continuous GNSS observation sites and baseline number. 

 


